


家
康
公
は
ど
ん
な
人
物
？

　
天
文
11
年（
1
5
4
2
）12
月
26
日
、
徳
川
家
康
公
は
、

岡
崎
城
主
、
松
平
広
忠
の
子
と
し
て
岡
崎
城
内
で
誕
生

し
ま
し
た
。
家
康
公
は
、
6
歳
で
織
田
信
秀（
信
長
の

父
）、
8
歳
で
今
川
義
元
の
人
質
と
な
り
、
少
年
期
を

他
国
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、
永
禄
3
年（
1
5
6
0
）の

桶
狭
間
の
合
戦
で
、
今
川
義
元
が
戦
死
し
た
こ
と
を
契

機
に
自
立
。
以
来
、
岡
崎
城
を
拠
点
に
、
天
下
統
一
と

い
う
偉
業
へ
の
基
礎
を
固
め
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放
映
が
始
ま
り
、
徳
川
家
康
公
の
生
誕
地
・
岡
崎
で
は
、

家
康
公
顕
彰
の
機
運
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
合
わ
せ
、
1
月
21
日
㈯
、
岡
崎
城
の
あ
る
岡
崎
公
園
の
「
三
河
武
士
の
や
か
た

家
康
館
」
内
に
、「
ど
う
す
る
家
康
岡
崎
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
堪
能
で
き
る
展
示
や
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
、
出
演
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
、
岡
崎
大
河
ド
ラ
マ
館
な
ら
で
は
の
展
示
に
加
え
、
家
康
公
と
三
河
武
士
に
ま
つ
わ
る
常
設
展
も

あ
り
、
見
応
え
十
分
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
康
公
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
河
ド
ラ
マ
の
内
容
は
？

　
今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時

代
を
舞
台
に
徳
川
家
康
公
が
描
か
れ
ま
す
。
大
河
ド
ラ

マ
で
家
康
公
が
単
独
で
主
人
公
と
な
る
の
は
40
年
ぶ
り

で
す
。
俳
優
・
松
本
潤
さ
ん
演
じ
る
若
き
家
康
公
が
、

四
天
王
を
始
め
と
す
る
三
河
家
臣
団
に
支
え
ら
れ
、
ど

の
よ
う
に
成
長
し
、
戦
国
の
世
を
生
き
抜
い
て
い
く
の

か
、
人
気
脚
本
家
・
古
沢
良
太
さ
ん
に
よ
っ
て
、
家
康

公
の
波
乱
万
丈
の
人
生
が
描
か
れ
ま
す
。

「
岡
崎
大
河
ド
ラ
マ
館
」

　
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
合
わ
せ
、
岡
崎
市（
1
月
21

日
）・
浜
松
市（
1
月
22
日
）・
静
岡
市（
1
月
27
日
）に

「
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
岡
崎

大
河
ド
ラ
マ
館
で
は
、
ド
ラ
マ
の
あ
ら
す
じ
や
相
関
図
、

代
表
的
な
衣
装
展
示
の
ほ
か
、
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
岡

崎
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
背
景
に
し
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で

の
記
念
撮
影
や
、
岡
崎
の
重
要
場
面
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル

映
像
を
大
型

L
E
D
画
面
で

見
ら
れ
た
り
と
、

ド
ラ
マ
の
世
界

観
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
を

応
援
し
て
い
ま
す

　
家
康
公
の
地
元
　
岡
崎
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
当
金
庫
は
岡
崎
市
内
全
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
鉄
東
岡
崎
駅
前
の
「
オ

ト
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
、
市
内
の
各

商
業
施
設
等
で
も
ポ
ス
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
、
市
民
の
皆

様
や
訪
れ
る
方
々
に
〝
家
康
公
生
誕
の
地
　
岡
崎
〞
を

P
R
し
て
い
ま
す
。
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6
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当金庫本店営業部窓口

オト  リバーサイドテラス
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❻ 登場人物紹介・フォトスポット
階段を上って1階へ戻ると、

タイトルバック映像や登場人物紹介。
ドラマで描かれる岡崎のビジュアルを背景に

記念撮影できるフォトスポットも

番組制作や美術の舞台裏をお見せしたり、

❼ 衣装・小道具展示
ドラマに登場する衣装や小道具などの展示。
「デジタル等身大パネル」なるものも登場

❸ 史実展示へ
階段を地下へ下り、

「徳川家康の一生と三河武士」ゾーンへ

❺もっと「どうする家康」の世界へ
ふたたびドラマの世界をご堪能ください。
幕開けは、岡崎の重要場面をモチーフにした
オリジナル映像を、大型LED画面で。

❷「どうする家康」入門編
まずはドラマの概要を。

あらすじ、脚本家はじめスタッフ紹介、相関図。
代表的な衣装も

エレベーター

エレベーター

ど
う
す
る
家
康
　
岡
崎
大
河
ド
ラ
マ
館

フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
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❾ ４Kシアター
出演者インタビューやメイキング映像を交え、

ドラマのテーマを深掘り。
岡崎の大河ドラマ館でしか見られない、

独自映像作品です

エンディング
出演者のサイン色紙や
ひと言メッセージなど

❶ エントランス
ようこそ岡崎へ。
ウェルカムVTRや
大判メインビジュアル

関ケ原合戦ジオラマもデジタル化して
リニューアル。乞うご期待！

❽ 企画コーナー
番組制作や美術の舞台裏をお見せしたり、
ミニ写真展を催したり。どうぞお楽しみに

リアルな歴史に基づく史実展示
金陀美具足の精密な複製品など見どころいっぱい。

1階

地階

トイレ

©2022 NHK ENTERPRISES.INC.
※パースはイメージです。

❹「徳川家康の一生と三河武士」ゾーン

Information

・名鉄「東岡崎駅」より徒歩15分
・愛知環状鉄道「中岡崎駅」より徒歩15分

公共交通機関ご利用の場合

※未就学児は無料。※団体割引あり。
　詳しくはホームページをご確認ください。

特製のノベルティグッズがもらえる
「年間パスポート」もあります！
詳しくはホームページをご確認ください。
「年間パスポート」

開催場所：三河武士のやかた家康館（岡崎公園内）
電話番号：0564-25-1883
開催期間：2023年1月21日㈯～2024年1月8日（月・祝）
営業時間：9時～17時（入館は16時30分まで）年中無休
料　　金：大人800円※高校生以上　小人400円※小中学生
共 通 券：890円（大河ドラマ館＆岡崎城）

どうする家康  岡崎 大河ドラマ館

Check!
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どうする家康
岡崎 大河ドラマ館

中
岡
崎
駅

場　　所：岡崎公園　花時計前
電話番号：0564-24-4771
営業時間：9時～17時
2023年1月21日～2024年1月8日まで無休

観光みやげ店「おかざき屋」
「大河ドラマ」＆「おかざき」のわくわくを詰め込んだ土産店
です。大河ドラマオリジナルロゴ入り商品や徳川家康公・岡
崎城はもちろん、オカザえもんや東海オンエアなど、ご当地
の商品を取り揃えています。

これもオ
ススメ！
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岡崎医療センター前支店　新設オープン
　当金庫は2023年1月23日、岡崎医療セン
ター前支店（針崎町）を新設オープンしました。
　災害時に備え、コミュニティースペースとし
て活用することを想定し、災害用井戸、かまど
ベンチ、災害用マンホール（トイレ）を設置し
たほか、移動店舗車を併設しています。
　地域のみなさまにご愛顧いただける店舗を目
指してまいります。皆さまのご来店を心よりお
待ちしております。

移動店舗車 災害用井戸 かまどベンチ

あいちアール・ブリュット × アティックアート連携作品展

まちなかギャラリー開催 2023年2月13日㈪～3月5日㈰

　芸術・文化活動を通じて障がいのある方の自立を応援する「まち
なかギャラリー」が開催されます。当金庫では、本店営業部など５
店舗のロビーに特別支援学校の生徒の作品とそれをデザイン化して
製作したノベルティグッズを展示します。ぜひお越しください。

昨年の様子（名古屋支店）

2023年3月15日㈬～

「おかしん先端科学奨学金制度」奨学生による
オンライン成果発表会開催

　ノーベル賞受賞者を輩出するなど世界トップレベルの研究を行う自然科学研究機構
（岡崎市）の分子科学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所において研究に取り組
む奨学生によるオンラインでの成果発表会を開催します。

〇視聴方法／下記URLより、おかしんホームページへ
　　　　　　https://www.okashin.co.jp/shougakukin2023.pdf

◆本店営業部・豊田南支店・国府支店・東刈谷支店
　月曜日～金曜日（祝日を除く）9：00～11：30、12：30～15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11：30～12：30は休業時間）
◆名古屋支店（１階）月曜日～日曜日　8：00～19：00

作品展示時間

Okashin News おかしんからのお知らせ
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下地支店
〈移転前〉〒440－0086　豊橋市下地町字門14
〈移転後〉〒440－0086　豊橋市下地町字門17－3 TEL：0532－53－3911 ※電話番号は

　変わりません

このたび、岡崎信用金庫下地支店を、新築移転オープンさせていただきます。
今後もより一層地域の皆さまに愛され信頼される金融機関を目指してまいりますので、
引き続きご愛顧くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

新築移転オープン！
岡崎信用金庫 下地支店

今後もより一層地域の皆さまに愛され信頼される金融機関を目指してまいりますので、

プン！
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